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今年も、校門を入ったところにある「風船の碑」の前に、カーネーションが献げられました。本
校社会科の教員だった故田中啓司先生が好きだった花です。田中先生は１８年前、平成１８年１１
月２０日、御自宅で突然倒れ、帰らぬ人となりました。
田中先生は生前、命の尊さ、いじめは絶対に許さないことなどを生徒に説いていらっしゃいまし

た。先生の思いは、当時の生徒たちの心を動かし、その年の生徒総会の特別議題として「いじめを
許さない、命を大切にする学校づくり」が取り上げられました。そして、１１月２０日を「附中人
権の日」と定め、思いやりや命の大切さを考える日とすること、田中先生の遺訓「風船」の詩を刻
んだ石碑を設置し、附中のシンボルとすることが可決
されました。完成した風船の碑には、「風船」の詩が、
田中先生が好きだったカーネーションの花とともに刻
まれています。また、「生徒が太陽なら、教師は暗い夜
道を優しく照らすお月様だ」という先生の思いから、
太陽と月がデザインされています。
命という限られた時間を、自分らしく輝かせられる

よう、附中に縁のある全ての人が、互いの存在を尊重
し合える関係づくりに努めていこうと改めて心に刻み
たいと思います。
去る１日のＰＴＣＣでは、自他の命の尊さや、生き

とし生けるものの命の尊厳について考えました。また、
各学年で生徒による「チーム絆」が編制され、いじめ
や差別のない学級・学校づくりを目指した活動が始
まっています。このような取組を通して、「附中人権の
日」に込められた多くの人の思いやこの日の意義が、
風化することなく受け継がれていくことを心から願っ
ています。

本校では毎年、３年生がこれまでの中学校生活を振り 百日祭次第(14:55-15:35)
返りながら自己を見つめ、進路決定に向けた決意を新た １ ３年生入場
にすることを目的として、卒業証書授与式まで残り ２ 開会のことば
１００日となる節目の日に、「百日祭」を行っています。 ３ 第３学年主任講話
１、２年生にとっては、目標に向かって大きな一歩を踏 ４ ３年生決意のことば
み出そうとする先輩の姿を見ることによって、次代を担 ５ ３年生全員合唱「マイ・ウェイ」
う者としての立場や役割を自覚する機会となっています。 ６ １・２年生決意のことば及び記念品贈呈
今年度は、１２月５日（木）に開催します。３年生の ７ 全員合唱「附中讃歌」

保護者の皆様には、お子様の成長した姿を直接に御覧い ８ 閉会のことば
ただけるよう、参観席を準備いたします。ぜひ、お越し ９ ３年生退場
ください。

部活動の成績や、学校を通して出品した作品等に係
る 表彰について御紹介します。

第３回長崎消毒社杯争奪長崎市総合ソフトテニス選手権大会（１０/２６）
中学男子の部 優勝 松尾蓮斗・岩崎葉瞬

長崎県中学校総合体育大会駅伝競走大会（１１/７）
女子 第３位 42分44秒 戸塚麗奈、原胡桃、陣川真緒、上川紗來、濵地南帆

区間賞 ３区 陣川真緒（６分54秒/２㎞）
男子 第４位 59分16秒 出口丈、濵本海心、木下友郎、小栁葵獅、太田賢佑、濵辺元志郎

（裏面もあります）

百日祭について（お知らせ）
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律し 求め 輝く！



２日（月） 実行部会 １１日（水） 生徒集会
３日（火） 文化講演会（中部講堂） ２４日（火） 大掃除
４日（水） 百日祭練習 ２５日（水） 冬季休業開始
５日（木） 百日祭
１０日（火） 学校保健委員会 講演会


